
第
十
八
条
の
三
十
五
の
五

児
童
発
達
支
援
及
び
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
法
第
二
十
一
条
の
五
の
十

七
第
一
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
は
、
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
（
介
護
保
険
法
第
八
条
の
二
第
十
四
項
に
規
定
す
る
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
を
い

う
。）と
す
る
。

第
十
八
条
の
三
十
五
の
五

児
童
発
達
支
援
及
び
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
法
第
二
十
一
条
の
五
の
十

七
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
は
、
介
護
予
防
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護
（
介
護
保
険
法
第
八
条
の
二
第
十
四
項
に
規
定
す
る
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
を

い
う
。）と
す
る
。

第
十
八
条
の
三
十
五
の
六

児
童
発
達
支
援
及
び
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
法
第
二
十
一
条
の
五
の
十

七
第
一
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
は
、
生
活
介
護
（
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社

会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
第
五
条
第
七
項
に
規
定
す
る
生
活
介
護
を
い
う
。）と
す
る
。

第
十
八
条
の
三
十
五
の
六

児
童
発
達
支
援
及
び
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
法
第
二
十
一
条
の
五
の
十

七
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
は
、
生
活
介
護
（
障
害
者
の
日
常
生
活
及

び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
第
五
条
第
七
項
に
規
定
す
る
生
活
介
護
を
い
う
。）と
す
る
。

第
十
八
条
の
三
十
六

（
略
）

第
十
八
条
の
三
十
六

（
略
）

・

（
略
）

・

（
略
）

法
第
五
十
七
条
の
三
第
四
項
（
同
条
第
二
項
に
係
る
部
分
を
除
く
。）、
第
五
十
七
条
の
三
の
二
第
二
項
及
び

第
五
十
七
条
の
三
の
三
第
七
項
（
同
条
第
二
項
及
び
第
五
項
に
係
る
部
分
を
除
く
。）に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

十
九
条
の
十
六
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員
が
携
帯
す
べ
き
証
明
書
の
様
式
は
、
第
十
三
号
の
七
様
式
の

と
お
り
と
す
る
。

法
第
五
十
七
条
の
三
第
四
項
、
第
五
十
七
条
の
三
の
二
第
二
項
及
び
第
五
十
七
条
の
三
の
三
第
七
項
に
お
い

て
準
用
す
る
法
第
十
九
条
の
十
六
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員
が
携
帯
す
べ
き
証
明
書
の
様
式
は
、
第
十

三
号
の
七
様
式
の
と
お
り
と
す
る
。

法
第
五
十
七
条
の
三
第
四
項（
同
条
第
二
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。）及
び
第
五
十
七
条
の
三
の
三
第
七
項（
同

条
第
二
項
及
び
第
五
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。）に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
九
条
の
十
六
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
当
該
職
員
が
携
帯
す
べ
き
証
明
書
の
様
式
は
、
第
十
三
号
の
八
様
式
の
と
お
り
と
す
る
。

（
新
設
）

第
十
八
条
の
三
十
七

法
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
六
第
一
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
十
八
条
の
三
十
七

法
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
六
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

第
十
八
条
の
三
十
八

指
定
障
害
児
事
業
者
等
は
、
法
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
業
務

管
理
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
、
遅
滞
な
く
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
、
同
条
第
二
項
各
号
に

掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
こ
ど
も
家
庭
庁
長
官
、
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
若
し
く
は
中
核
市
（
地
方
自
治

法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
二
第
一
項
の
中
核
市
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
市
長（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て「
こ

ど
も
家
庭
庁
長
官
等
」
と
い
う
。）に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
八
条
の
三
十
八

指
定
障
害
児
事
業
者
等
は
、
法
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
業
務

管
理
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
、
遅
滞
な
く
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
、
同
条
第
二
項
各
号
に

掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
厚
生
労
働
大
臣
、
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
若
し
く
は
中
核
市
（
地
方
自
治
法
第

二
百
五
十
二
条
の
二
十
二
第
一
項
の
中
核
市
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
市
長
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
厚
生

労
働
大
臣
等
」
と
い
う
。）に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
四

（
略
）

一
〜
四

（
略
）

指
定
障
害
児
事
業
者
等
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
届
け
出
た
事
項
に
変
更
が
あ
つ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、

当
該
変
更
に
係
る
事
項
に
つ
い
て
、
法
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
六
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
こ

ど
も
家
庭
庁
長
官
等
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

指
定
障
害
児
事
業
者
等
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
届
け
出
た
事
項
に
変
更
が
あ
つ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、

当
該
変
更
に
係
る
事
項
に
つ
い
て
、
法
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
六
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
厚

生
労
働
大
臣
等
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

指
定
障
害
児
事
業
者
等
は
、
法
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
六
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
変
更
が
あ
つ
た

と
き
は
、
変
更
後
の
届
出
書
を
、
変
更
後
の
区
分
に
よ
り
届
け
出
る
べ
き
こ
ど
も
家
庭
庁
長
官
等
及
び
変
更
前

の
区
分
に
よ
り
届
け
出
る
べ
き
こ
ど
も
家
庭
庁
長
官
等
の
双
方
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

指
定
障
害
児
事
業
者
等
は
、
法
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
六
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
変
更
が
あ
つ
た

と
き
は
、
変
更
後
の
届
出
書
を
、
変
更
後
の
区
分
に
よ
り
届
け
出
る
べ
き
厚
生
労
働
大
臣
等
及
び
変
更
前
の
区

分
に
よ
り
届
け
出
る
べ
き
厚
生
労
働
大
臣
等
の
双
方
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
八
条
の
三
十
九

法
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
七
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
こ
ど
も
家
庭
庁
長
官
又
は
指
定
都

市
若
し
く
は
中
核
市
の
市
長
が
同
条
第
一
項
の
権
限
を
行
つ
た
結
果
を
通
知
す
る
と
き
は
、
当
該
権
限
を
行
使

し
た
年
月
日
、
結
果
の
概
要
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
八
条
の
三
十
九

法
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
七
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
又
は
指
定
都
市
若

し
く
は
中
核
市
の
市
長
が
同
条
第
一
項
の
権
限
を
行
つ
た
結
果
を
通
知
す
る
と
き
は
、
当
該
権
限
を
行
使
し
た

年
月
日
、
結
果
の
概
要
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
八
条
の
四
十

こ
ど
も
家
庭
庁
長
官
又
は
指
定
都
市
若
し
く
は
中
核
市
の
市
長
は
、
指
定
障
害
児
通
所
支
援

事
業
者
が
法
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
八
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
当
該

指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
の
指
定
を
行
つ
た
都
道
府
県
知
事
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
八
条
の
四
十

厚
生
労
働
大
臣
又
は
指
定
都
市
若
し
く
は
中
核
市
の
市
長
は
、
指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業

者
が
法
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
八
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
当
該
指
定

障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
の
指
定
を
行
つ
た
都
道
府
県
知
事
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
八
条
の
四
十
一

法
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
九
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
施
設
は
、
診
療

所
と
す
る
。

第
十
八
条
の
四
十
一

法
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
九
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
は
、

診
療
所
と
す
る
。

第
十
八
条
の
四
十
三

令
第
二
十
五
条
の
十
三
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
者
は
、
同
項
第

一
号
に
定
め
る
額
を
肢
体
不
自
由
児
通
所
医
療
負
担
上
限
月
額
と
し
た
な
ら
ば
保
護
を
必
要
と
す
る
状
態
と
な

る
者
で
あ
つ
て
、
同
項
第
二
号
に
定
め
る
額
を
肢
体
不
自
由
児
通
所
医
療
負
担
上
限
月
額
と
し
た
な
ら
ば
保
護

を
必
要
と
し
な
い
状
態
と
な
る
も
の
と
す
る
。

第
十
八
条
の
四
十
三

令
第
二
十
五
条
の
十
三
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
同

項
第
一
号
に
定
め
る
額
を
肢
体
不
自
由
児
通
所
医
療
負
担
上
限
月
額
と
し
た
な
ら
ば
保
護
を
必
要
と
す
る
状
態

と
な
る
者
で
あ
つ
て
、
同
項
第
二
号
に
定
め
る
額
を
肢
体
不
自
由
児
通
所
医
療
負
担
上
限
月
額
と
し
た
な
ら
ば

保
護
を
必
要
と
し
な
い
状
態
と
な
る
も
の
と
す
る
。

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 
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